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課題と改善方策

課題と改善方策

目標

取組

①学校間の連携を図るために、学園校長会、学園教務部会、生活指導部会、交流部会、研究推進部会、「総合的な学習の時間」部会、情報部会、小中一貫教育
コーディネーター連絡会を月１回設定する。また、校務支援システムを活用した会議の効率化を図るとともに、学園情報の「見える化」を推進し、学園ホームページと
SNS及び学園だより、保護者会、学校説明会等において、学園の取組を周知する。

②保護者、児童・生徒の声を反映させた評価結果について、コミュニティ・スクール委員会とともに課題を明確化し、２８年度の教育計画に反映させる。

目標

取組

成果

①年間10回の学園研究会において、実のある会議・効率的な運営に向けて、
校務支援システムの活用により、事前の資料提供及び意見集約に努めた。学
園情報の「見える化」を図るため、学園ホームページ・学園だよりを活用すると
ともに、学校だよりには、3校の「短通信コーナー」を新設した。また常時、学
園生の活動が伝えられるよう、学園ＳＮＳ開始の検討を始めた。
②コミュニティ・スクール委員会及び学園評価担当とともに、学園・学校評価
項目の検討・SMPを活用した評価分析に関する研修会を4回実施した。学園・
学校評価項目とアンケート項目の整合性を図ることにより、成果と課題が明確
化になった。

①学園アンケート結果では、3校が協働して進める内容について、保護者にとっ
て見えにくい状況があり、「肯定回答」あるいは「わからない」の回答が多く見られ
た。⇒情報提供・説明の在り方を再検討する必要がある。

②学園アンケート分析から見えた課題は次の4点になる。
〇情報提供、説明の在り方の再検討
〇補充学習の実施方法および内容を含めて、検証が必要
〇あいさつの励行については「自分から進んで」に課題。自己有用感が低い。
〇「生き方・キャリア教育」の内容は、9年間の学びを明確に示す。

平成27年度  三鷹中央学園の評価・検証　結果報告

検証項目

①９年間の指導計画におけるキャリア・アントレプレナーシップ教育を充実させる。

②地域の人財を積極的に活用した教育活動を推進し、豊かな学習活動を実現する。

①コミュニティ・スクール委員会及びみたかスクール・コミュニティ・サポートネット等の支援のもと、「９年間の学園防災教育」の系統性を踏まえた実践を基に、指導計
画を作成する。その際、三鷹中央学園版副読本「カンガエル地域防災」を活用するとともに、地域防災活動への参加を推進する。

②コミュニティ・スクール委員会との連携による地域人財を活用した教育活動を、系統性・連続性を明確にして、多様に展開する。

検証項目

①学園運営の円滑化・効率化・活性化を図るための組織についての検証を行う。

②学園・学校評価内容の改善と評価結果の分析により課題を明確化する。

（１）　人間力・社会力の育成

○他者との適切な関係を構築する力の育成　○他者と共に自己実現を図っていく力の育成　○地域や社会等へ貢献する力の育成　○その他

①みたかスクール・コミュニティ・サポートネットとの協働により、学園防災副読
本「カンガエル地域防災」を活用し、9年間の系統性を視野に入れた防災授
業を全学年で実施した。11月に実施された地域防災訓練は、学園生が防災
授業の成果を生かす実践の場となった。学園アンケート肯定率は、82％と高
く、三鷹中央学園の柱となる活動として定着した。

②地域人財等（企業等の外部人財を含む）を活用し、教員との協働授業・授
業サポート・放課後学習教室等、多様な人財との出会いによる教育活動を意
図的・計画的に進めた。学園アンケートにおいて、78％の肯定回答があった。

①防災授業の学びの実践の場として、地域の防災訓練に学園生が参加するし
くみを継続するため、年度内に次年度の実施計画を策定することが必要であ
る。⇒28年度は、連雀・駅前地区ともに10月30日（日）に決定。
27年度を踏まえて実施する計画になっている。

②コミュニティ・スクール委員会の学習ボランティア担当・地域人財担当との連
携を一層密にして、地域等の外部人財を活用した継続的な教育活動を充実さ
せる。⇒年間実施計画の早期の策定による学校間調整が必要である。

（２）　学園運営について

○小・中一貫教育校の学園組織の活性化　○小・中一貫教育校の教員間、学校間の交流の円滑化　○小・中一貫教育校の校務、会議の効率化　○その他

成果
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課題と改善方策

学
力

健
全

課題と改善方策

学力 学力

健全育成 健全育成

健
全

①「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン」を「三鷹『学び』のスタンダード（学校版及び家庭版）」とともに活用し、児童・生徒の実態を踏まえて項目を計画
的に実践する。また、家庭向けのアンケートや地域住民による協議の実施により、一層効果的に実践を推進する。

②年間を通した「朝読書」等による学力（集中力・読解力）の育成を図る。３校の学校図書館連携を進め、系統的な読書活動や「学園推薦図書」の活用に取り
組む。

目標

（３）　小・中一貫教育校としての教育活動
○小・中学校間相互乗り入れ授業　○小学校相互、小・中学校間の児童・生徒の交流活動　○小・中学校教員の合同授業研究等の学園研究会
○キャリア教育及びそれに基づく小・中の系統性と連続性を明確にした授業実践、授業改善の状況  ○その他

◎アンケート項目「学校は楽しい」の肯定回答率からは本学園はいわゆ
る「中一ギャップ」が見られないという結果が出た。
①学園共通生活指導目標「あいさつは、自分から。返事は《はい》」を徹底し
た。学園生の手本として中学生のあいさつを徹底させた。
②「いじめ問題」「体罰」の根絶に向けて、学園研究会においての生活指導連
携や、教員の合同研修会を通して、３校の教員が緊密に情報交換をするなど
連携を強めた。
③児童・生徒会交流会では「いじめ問題」をテーマに討議を実施し、自治的
な取組に発展させるため、2月に熟議を計画している。中学校では、生徒会役
員に加え、各学級の学級委員が参加する。

①学園共通生活指導目標として、保護者や地域にも周知し、年間を通して「あ
いさつの励行」を呼びかけていく。⇒学園アンケートから自己有用感の低さが見
える。両者の関係性を見据え、ほめ・励ます指導をさらに進めていく。
②９年間を見通した生活指導の重点テーマと重点指導項目を設定し、３校の教
員や学校関係者が共通の意識で取り組めるようにする。また、個に応じた教育
支援の体制については、学園研究組織《生活指導委員会》において情報共有
していく。
③「いじめ問題」については、児童・生徒の自治的な取組を意図的・計画的に
設定し（交流会）、「いじめを見逃さない」という意識を醸成する。

（４）　児童・生徒の学力・健全育成
○　児童・生徒の学習意欲　　　　　　○　各学年での児童・生徒の学習内容の定着状況（習得、活用、探究）
○　小学校と中学校の評価の一貫性　　○　不登校、学校不適応等に関わる児童・生徒の指導・支援

①「言語活動を取り入れた授業の創造」をテーマとした合同研究授業を年間3
回、１１学級において実施することにより、言語能力育成の授業改善の視点を
3校の教員が共有した。
②コミュニティ・スクール委員会と学園研究会との合同研修会を土台として、
「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン」実施カレンダー作成は、三鷹学
びのスタンダード実施の具現化につながった。
③学校・家庭における読書活動の充実に向けて、「学園推薦図書」の取組の
工夫をはじめ、図書館連携事業を4回実施した。
④学習ボランティアの登録数は１６０人を超える。人財を活用した授業サポート
や放課後学習教室の充実がさらに進んだ。

①アクティブ・ラーニングの視点も含め、各教科・道徳等の授業における「言語
能力向上」の視点を、小中学校共通に設定し、思考力・表現力・判断力のより
一層の向上を図る。
②学習意欲習慣の向上については、家庭学習の仕方や望ましい学習習慣の
定着について「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン」を活用し、保護者
への周知に一層努力し、家庭との連携を推進する。
③学校図書館を活用した読書活動について、学園連携事業を含め、９年間を
視野に入れた系統的な指導についての共通理解を深める。
④補充学習について保護者の評価は厳しい。⇒補充教室についての理解が
進んでいないことも要因である。補充教室の実施方法及び内容を含め検証して
いくことが必要である。

成果

学
力

①学園生・保護者・地域が連携して「あいさつ運動」に年間を通して継続的に取り組む。学園の共通目標「あいさつは自分から　返事は《はい》を徹底させる。

②「いじめ問題」の根絶に向けて、小中一貫した生活指導体制を整え、９年間の系統的な指導計画のもとに、３校が緊密に情報交換し、強固な連携を図る。特
に、児童・生徒の主体的な取組を具体的に展開する。

検証項目

９年後の義務教育修了を見据えた「１５歳の姿に責任をもつ」教育活動を推進する。そのために
①学園研究会を核として、９年間の一貫したカリキュラムの検証を行う。

②交流活動の充実を図る。

①「言語活動の工夫」について学園研究のテーマとし、年間３回の学園研究授業、年間１１回の学園研究会を実施して、学習活動を系統化する。また、相互乗り入
れ授業の充実を図る（小学校教員⇒中１又は中2指導、中学校国語科教員・保健体育科教員⇒小６指導）。

②児童・生徒交流を豊かに展開し、学園生が共に学び合う意識を向上させる。また、都立高等学校長による生き方教育の勉強会を開催するなど、保護者・地域と共
に学園間の連携を図った活動を実施する。

検証項目

「確かな学力の向上」の実現のために、「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン・すすんで学ぶ人」の取組内容をもとに、学校・家庭・地域の実践内容を具
体的に展開する。特に、家庭での取組及び読書活動に重点を置く。

「いじめ問題」の未然防止等に向けて、「三鷹中央学園におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針」に基づいた取組を実施するとともに、日
常の学園生活の指導の連携を図る。

取組

目標

取組

成果
①学園研究においては、「言語活動の充実」を目指した授業づくりにおける9
年間の連続性を意識し、学園全教員が相互に見合う研究授業を年間3回実
施した。相互乗り入れ授業については、計画通り実施。乗り入れの教員を固
定化することが効果を上げている。27年度は《小学校の教員⇒中1英語補助》
が新たに追加。また、中学校音楽科が小学校の音楽クラブの指導を実施し
た。
②保護者のアンケート肯定率は、「中学生が小学校行事に参加する」
（71％）、「小学生同士、小学生と中学生の交流」（68％）「小学生の中学体
験・部活動体験」（54％）であり、児童・生徒は、ほぼ満足している様子がうか
がえる。また、地域・保護者が学ぶ場として、「生き方・キャリア教育」講座を実
施した。（講師はＣＳ委員）　約100名の参加があり好評であった。

①アンケート項目「9年間の小中一貫カリキュラムに基づいて、系統的な指導を
行うこと」「小中学校の教員がチームを組み専門性・個別性の高い授業（乗り入
れ授業）を行うこと」については、保護者には見えにくく、「肯定回答」または「わ
からない」の回答になっている。情報提供の課題がある。⇒28年度は、教員の
学園研究における授業研究日を「学園公開日」と設定し、教員の取組の「見え
る化」を工夫していく。
②児童生徒交流の機会については、学園交流委員会を中心に、より効果的な
実施方法、連携の仕方を工夫・改善していく。そのため、交流委員会の担当者
を増加する。
地域・保護者が学び合う機会としての教育講演会は、三鷹中央学園のひとつ
の特色として、28年度以降も計画・実施していく。⇒教職員の参加を増やす工
夫が必要。
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課題と改善方策

①情報提供・説明の在り方を再検討する必要があります。「3校の教員が連携した指導」「パワーアップアクションプラン」「小中一貫カリキュラム」「相互乗り入れ授業」
等のアンケート項目回答は「肯定」または「わからない」と二極化しました。「成果」は出ているが、実施内容の理解度に差があり、内容を理解している場合は、どちらか
と言えば「肯定評価」をしています。
②あいさつの励行では「自分から進んで」に課題が残りました。　中学生の「あいさつ」に対する意識が高いのが特徴です。しかし、家庭での達成度と地域の方々に対
するものと差が出ました。また、「自分が誰かの役に立っていると思う」の肯定率の低さに課題が見えます。

３　「２」の重点課題を解決するための改善策

①アンケート「学園だより・学園ホームページの活用」の肯定回答率は8割であることから、「学園の何を保護者に伝えていくべきか」の検討を踏まえ、より効果的な情報
提供をするとともに「学年だより」等の活用を工夫します。また、学園研究日を「学園公開日」として設定します。
②自らあいさつができないのは、自分に自信がもてないことと関連していると考えます。学校・家庭・地域とが一体となって、学園児童・生徒に自信を持たせる取組や
言葉かけを推進していきます。ＣＳ委員会としても、この課題に取り組んでいきます。

検証項目

コミュニティ・スクール委員会の新たな組織を活用し、連携しながら、学校、保護者、地域が一体となった取組を推進し、協議と支援の充実を図り、目指す学園生像
の実現に努める。

①役員会（正副会長と３校長）が中心となって、新たな組織を円滑に運営することができるよう、役員会を必要に応じて開催する。事務連絡は一斉メール送信を原則
とし、情報の共有化を図る。

②教員、保護者、地域住民による、学園とコミュニティ・スクール委員会との合同研修会を実施し、学園の取組への理解の促進と周知の徹底を図り、協働化を推進
する。

○　コミュニティ・スクール委員会の組織・運営　　　○　保護者、地域住民の学校運営への参画の状況
○　学校と保護者、地域住民との連携・交流　　　　　○　その他

平成27年度  三鷹中央学園の評価・検証結果のまとめ

１　「小中一貫教育」及び「コミュニティ・スクール」の取組において特によい成果が得られたこと

〇全国からの視察が11件ありました。学園の教育活動（特に「９年間の防災教育」）、乗り入れ授業と学園評価が注目されました。
〇みたかスクール・コミュニティ・サポートネットとの協働により、学園防災副読本「カンガエル地域防災」を活用し、9年間の系統性を視野に入れた防災授業を全学年
で実施しました。その学びの実践の場として、地域防災訓練を生かすことができました。この取り組みは次年度以降も継続していきます。
〇学園生のアンケート項目「学校は楽しい」の肯定回答率からは、本学園は、いわゆる「中一ギャップ」が見られないという結果が出ています。これは、学園の教育活
動の成果と考えます。

２　今年度に明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること

取組

成果
①グループメールを活用し、情報を共有化し、連絡・調整にあたる時間を削減
した。２７年度の組織の再編成を踏まえ、役員会を活用し、ＣＳ委員会の方向
性を共通に理解し、運営にあたった。
②「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン」の周知と確実な実施に向け
て１００人熟議及び学園評価担当の教員との研修会を４回実施した。
③保護者会等を活用し、「パワーアップアクションプラン２０１５」の周知を図ると
ともに保護者の実践を「保護者の知恵袋」として配布した。

○よりよい組織の在り方について検証・検討していく。
○「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン」の実施にあたり、コミュニティ・
スクールとして、学校・保護者・地域が一体となって取り組むための仕組みづく
りと方策をさらに検討・推進していく。
○三鷹中央学園のコミュニティ・スクール委員会が柱としている活動について
は、「CSガイド」の理念を踏まえて丁寧に実施していく。
　　①防災教育　②生き方講演会　③地域人財の豊かな活用（授業の振り返り
を含めて）

目標

（５）コミュニティ・スクールの運営

 

 

 

 


